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「神奈川県地球温暖化対策計画」の改定について
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神奈川県はどんなところ？

1（出典）「令和7年版わたしたちの神奈川県」 を基に脱炭素戦略本部室で作成

さまざまな農水産物

中央や東は比較的気温が高い
西の山地の降水量は他地域の約２倍

あたたかな気候

小田原のみかん、足柄茶の生産も盛ん
漁業生産量は約２．４万トン

人口：9,223,852人（令和7年6月現在）

面積：2,416.55k㎡（令和6年10月現在）



 国気候変動適応計画の改定、国気候変動影響評価の見直し、適応法改正（令和５年５月12日公
布）、神奈川県水防災戦略の策定・改定など、神奈川県における影響やその対策を勘案した必要
な見直しと施策の追加等を行い、計画改定した。

適応計画改定の背景・計画の位置付け（計画の統合）

計画の位置付け（計画の統合）

整合

それぞれの分野ごとに補完・連携しなが
ら環境の諸問題を解決

神奈川県地球
温暖化対策計画

神奈川県環境基本計画

県
の
総
合
計
画

＜その他温暖化関係の諸計画等＞
・神奈川県まち・ひと・しごと創生総合戦略
・神奈川県食品ロス削減推進計画
・公共施設等総合管理計画 等

神奈川県循環型
社会づくり計画

計画改定（Ｒ６．３）の背景

 地球温暖化対策の推進に関する法律 ☞ 地方公共団体実行計画（区域施策編及び事務事業編）

 気候変動適応法 ☞ 地域気候変動適応計画

 神奈川県再生可能エネルギーの導入等の促進に関する条例 ☞ かながわスマートエネルギー計画

補完
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緩和策と適応策を相互補完的に推進
県民目線でわかりやすく示す



適応策の必要性、県が取り組む分野

 様々な気候変動による影響に対して、今のいのちを守るため「適応策」を計画的に進めることが必要

 国が取りまとめた「気候変動影響評価報告書」を基に本県における気候変動の影響を整理し、７つの
分野と分野横断的な取組で、適応策に取り組む。
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大雨や台風の激甚化
藻場消失・農作物への影響猛暑日の増加

（出典）2024.12「県のたより」を基に脱炭素戦略本部室で作成



県が取り組む分野別の主な対策
分野 主な対策

農業・林業・
水産業

 農業に関する対策の推進（農産物の高温障害対策）
 林業に関する対策の推進（きのこ類の病害菌対策）
 水産業に関する対策の推進（海水温上昇による磯焼け対策）

水環境・水資源
 水環境に関する対策の推進（海水温上昇による貧酸素水塊対策）
 水資源に関する対策の推進（降雨量の変動による渇水対策）

自然生態系  生態系における分布域・ライフサイクル等の変化に関する対策の推進

自然災害  水防災戦略の推進（洪水、土砂崩れ、高潮、暴風等に関する災害対策の推進）

健 康  暑熱・熱中症対策の推進

産業・経済活動
 事業者の事業継続計画（ＢＣＰ）策定の推進
 観光産業に関する対策の推進（観光客の安心安全を踏まえた観光客誘致）

県民生活・都市
生活

 水道・交通等のインフラに関する対策の推進
 災害廃棄物対策の推進

分野横断的な
取組

 気候変動や適応に関する情報収集・発信
 学校等における環境教育の推進
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県が取り組む分野別の対策例
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自然災害の発生に備えるために熱中症のリスクに対して

（出典）「神奈川県地球温暖化対策計画の概要」を基に脱炭素戦略本部室で作成



県が取り組む分野別の対策例
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○暖海性の魚類の増加
○「磯焼け」（※）の発生

※暖海性の魚類等
（アイゴ等）による
海藻類の食害

影 響

農
業

水
産
業

○高温によるイチゴの収穫時期
の遅れ、ミカンの浮皮の発生 等

○イチゴ栽培での冷却技術の確立

〇ミカンの浮皮軽減対策等

○「早熟カジメ」を用いた藻場の再生

〇食害の原因生物の防除策の検討、
食用への活用

ミカンの
浮皮

影 響 対 応

対 応

キャベツを食べるムラサキウニ健全な藻場の様子



計画改定の作業スケジュール
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令和５年 令和６年

5月 6月 7月 8月 9月 10～11月 12月 2月 3月

計
画
改
定

改定骨子案 改定素案 改定案

環
境
審
議
会
（諮
問
）

環
境
審
議
会
（
審
議
・答
申
）

県
議
会
へ
報
告

県
議
会
へ
報
告

県
議
会
へ
報
告

環
境
審
議
会
（審
議
）

第
１
回
脱
炭
素
戦
略
本
部

知

事

調

整

市町村・団体
意見照会

庁内

意見

照会

パブコメ

庁内意見照会
(環境基本計画推進会議)

市町村・団体意見照会

環
境
審
議
会
部
会
（審
議
）

か
な
が
わ
ス
マ
ー
ト
エ
ネ
ル
ギ
ー
計
画

検
討
会
（審
議
）

各
局
と

意
見
対
応
調
整

第
２
回
脱
炭
素
戦
略
本
部

気
候
変
動
対
策
部
会

黄色：庁内会議 緑：外部有識者会議



計画改定に係るＫＰＩの設定
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 本計画の進捗評価を行うため、分野ごとに施策の実施に関する目標（ＫＰＩ）を新たに設定。

 各目標は、毎年度現況値を把握、個々の指標を評価し、進捗状況を総合的に評価。

（出典）神奈川県地球温暖化対策計画より抜粋



ＫＰＩ設定に係る調整（庁内所属との調整）
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 そもそもどんなＫＰＩを設定したらよいのかわからない

 庁内所属に目標設定の了解を得る調整は困難

情報収集する

・国や他自治体（東京
都等）の適応計画の
ＫＰＩを調べる

・同様のＫＰＩが庁内
の計画などでないか
探す

１

設定しやすい
候補を選ぶ

・既存の計画や予算
資料等で使用してい
るKPI

・毎年度、進捗管理
ができるもの

庁内所属へ
ヒアリング

（ヒアリング項目例）
・掲載されている計画等
・計画の始期と終期
・数値の算出方法、時期
・数値の目標年度※ 等
→最終的にＫＰＩの掲載に
ついて了解を得る

２ ３

大まかに次の流れで庁内調整しました

・ヒアリング先の
取組が適応策に
該当することをま
ずは理解いただ
くことが必要

・すべての分野
でＫＰＩを設定す
るため、多岐に
渡る所属へヒア
リングした

※KPIの目標年度は改定計画の計画期間の終期と相違があってもよしとした



適応策をわかりやすく伝える工夫（パンフレット・サイネージ）
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 適応策の内容をわかりやすく伝えるため、計画の概要（パンフレット）とデジタルサイネージ用動画
を委託作成。これらのほか国立環境研究所のPR素材なども活用して、庁舎内、各市町村窓口、駅周辺
などで周知を実施。

計画パンフレット サイネージ動画 国立環境研究所PR素材
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ご清聴ありがとうございました
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